
特定分野に特異な才能のある
児童生徒に対する支援の推進事業

R5取組概要

名古屋市教育委員会事務局
新しい学校づくり推進課

文部科学省事業



研究概要

■テーマ
一人一人の個に応じた学びを支える「緩やかな協働性」の創り手

となる児童の育成とカリキュラムデザインの研究

■概要
名古屋市立小学校において、児童が「いつ学ぶか」「何を学ぶ

か」「どこで学ぶか」「どのように学ぶか」を自分で選択する、複数教
科同時進行型の自由進度学習に取り組んでいる。
自由進度学習は「緩やかな協働性」を基盤としつつ、学習者一人
一人の学びにおける自己決定の機会を最大化することで、特定分野
に特異な才能のある子どもたちを含む全ての児童生徒への包摂性
を高めることにつながる。
本研究では、「緩やかな協働性」を育む要因を明らかにしていく。



取組 R5 R6

■学級
づくり

「教室リフォームプロジェクト」
「プロジェクトアドベンチャー」を活用
一人一人の心理的安全性を高めた。

■学習
「イエナプラン教育７つのエッセンス」
「ホワイトボードミーティング」を活用
振り返り活動でメタ認知力の向上を図った。

■教職員
研修

①自由進度学習
②クラス会議
③アドベンチャープログラム(理念)
④アドベンチャープログラム(実践)
⑤子どもたちの学びの多様性

「教室リフォームプロジェクト」
「プロジェクトアドベンチャー」の充実

ICT端末を活用、
振り返り活動や自己の変容理解の充実

研修内容の充実

■実践
学級

運営指導委員会(年3)、個別訪問指導(年3)、指導主事（週1）

■効果
検証

アンケート児童質問紙、行動観察、教員所見、教員報告、教員インタビュー、
単元テスト等を用い、教員の立場から、学校内の学習や生活において起こそ
うとしている現象、起きている現象を構造化する。 3



名古屋市立小学校の取組
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を自分で選択する

複数教科同時進行型自由進度学習って？

いつ
学ぶか

何を
学ぶか

どの
ように
学ぶか

自分の学びに責任を持つ
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単元進度表

単元のゴール(学習内容)

時
間
数
の
目
安

毎時の
学習
めあて

学習の
進め方

振り返り

6



自分の時間割

時間割

課題の目安
目標

振り返り
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自分で
  選択

国

国

算

算 理

理社

自分の時間割
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ネームプレート完成！

<教室リフォームの案>

道具箱の場所決め

ネームプレート作成

before

after
集中スペース

プロジェクト
アドベンチャー

お誕生日会

意思決定の
大切さ

教室リフォーム

実践紹介 3年生
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振り返り
の充実

お誕生日会
行事に向けた取組

７つの
エッセンス

プロジェクト
アドベンチャー

運動会練習

会社活動

実践紹介 3年生
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会社活動

会社活動

ホワイトボード
ミーティング

運動会の
振り返り

実践紹介 4年生
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パイプライン

アドベンチャー
パイプライン

作品展

グループ活動

実践紹介 4年生
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②多種多様な振り返り活動の充実

  省察的学習者を育てる

対象学級の特質

①「自己選択」「自己決定」を大切にした
 授業づくり、学級づくり

  心理的安全性の向上

13



効果検証
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1.00

2.00

3.00

4.00

5.00
v1 個性化した学習

v3 内発的な協同

v6 内発的な探究

v7 民主的な学級づくり

v9 学習の自己調整性
v11 自己の成長可能性へ

の確信

v14 自己の否定面の受容

v16 認知的共感

v17 仲間からの認知的共

感

2023（令和5）年度6月 2023（令和5）年度6月2023年 6月 2024年 2月

○子どもたち自身が学級内において「緩やかな協働性」を創ることができる
ようになってきた。

○児童質問紙において、「個性化した学習」や「内発的な協同」をはじめ、
全国的な平均値に比べ高い数値で子どもたち自身が自己評価している。

○代表学級以外についても同様の成果が表れていることから、取組みが学校
文化として根付きつつある。



効果検証
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1学期

2学期

教員報告(非構造化インタビュー)内容の
ワードクラウド

※分析にはソフトウェアとして
AIテキストマイニング（User Local）を用いた。
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